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1970年の夏,ニホンザル4頭について,5-38oCの環
境温における温熱性代謝性反応を測定した｡ニホソザル
は有効な熱放散手段をもたないために.35oC以上では
熱平衡を保つことができず,直腸温が上昇する｡5oCの
寒冷環境では,敢しいふるえによって代謝を2倍以上に
増加して熱平衡を保ち得ることが明らかとなった｡しか
しながらニホソザルの被毛は夏期と冬期ではいちじるし
い益迫があり,それはすなわち熱絶縁の程度を大きく左
右するから,冬ザルと文ザルの輝冷反応はかなりFQ･なる
ものと予想される｡
今回の突放では,SnF<研の昆外で飼市されている49rI
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